































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「卓越」セミナー：世紀転換期の日英における移動と衝突―諜報と教育を中心に        06/Feb/2013 




  ・植民地戦争(南ア戦争)で期待・強化される「帝国の母性」(Davin,1978) 
  ・英領インド・アフリカ植民地、蘭領東インドにおけるヨーロッパ系白人女性と現地社会との関
係性 (Strobel,1991;Stoler, 2002)  
 ②ヨーロッパ 19 世紀フェミニズム(女性運動)と植民地及び植民地主義との関係 
  ・参政権運動をはじめとする女性運動に内包された帝国意識・人種意識 (Burton,1991) 
  ・社会改良家、女子教育者として植民地インドと関わったフェミニストの活動 (Ware, 1992) 
    ↓ 






ロニアル」な時代を理解するうえでも有用な議論   cf. オランド仏左派政権によるマリ侵攻 
 
１．「大英帝国の女教師」という人々 
 ①1860 年代の女子教育改革運動以降に誕生する女子中等教育とその担い手 
  ・「ブルジョワの妻になるための準備教育」「女らしさに固執する女教師たち」(Dyhouse, 1981) 
   ・「抑圧史観」「労働党史観」への疑問⇒むしろ「先進性」を提起 (Summerfield, 1987a; 1987b) 
  ・女子教育改革運動の成果「第一世代」の活躍 1880 年代～＝帝国主義の時代 
 
 ②コンフリクトの背景＝海外活動へのプッシュ要因 
  ・教育を受けたミドルクラス女性の雇用不足 
  ・植民地拡大にともなう男性移民の増加と結果としての「男性不足」 ～1880s 
  ・教育院(教育行政当局)からの監督強化   1902～ 
  ・戦後不況による共学校の増加と待遇のジェンダー格差   
・結婚退職制とシングル女性批判(同性愛バッシング)  1920s～ 
・女性海外移民団体との協力 1880s～ 





  ・植民地への認識     ・本国人としての「使命感」 





  ・協会内「植民地委員会」 
  ・本国女子別学中等教育を頂点とするネットワーク→人材の「循環経路」 
  ・非イングランド出身者(スコットランド、ウェールズ)によるドミニオン支配という構図 
   →捨象される「ブリテン辺境出身」→「本国の女教師」としてのステイタス 
 
３．ドミニオン支配の限界：1920s～1930s 
  ①自治領から連邦へ 
  ・バルフォア定義(1926)の確認→ウェストミンスター憲章成立(1931) 
  ・イギリス連邦→カナダ、オーストラリア、ニュージーランド、南ア連邦などとの「対等な関係」 
  ・独自色を出し始めるカナダ、オーストラリアの女子教育 
   
 ②本国女教師の不満 
  ・カナダ→高まる家政、看護学科への人気 
  ・オーストラリア→公立学校(ガヴァメント・スクール)の整備と男女共学化 
 
 ③国内での閉塞状態 
  ・不況による教育予算の削減   ・拡大する教員ジェンダー格差 




  ・「アフリカ研究」の必要性 
  ・植民地省の危惧→「インドでの失敗」→ミッショナリーによる「過剰な西洋化」 
  ・女校長協会との接点 
 
 ②女校長協会「植民地委員会」と女性委員 
  ・ある女校長からの報告→1920 年代スーダンでの女子教育活動 
  ・女性ミッショナリーvs 女性教師 
  ・めざされた「イギリス型女子別学中等教育」 
 
 ③女教師たちの直面したアフリカの現実 
  ・「よき妻・母」への女子教育の限界 
  ・現地人女性を教育するための適任者は誰か 
  ・明確化される誇り高き「帝国の女教師」の目標 
 
５．まとめ：誰の何のための「帝国進出」だったか？ 
  ・希薄な「帝国の先兵」という自覚 
  ・収集した情報の役立て方→「帝国の植民地経営」のため？それとも？ 
  ・建前としての植民地事情の尊重 
・本国の法(中等教育法)を根拠に、新天地での任務の条件と範囲を要求
